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訪問日時：2016 年 1 月 23 日（月） 16:00～18:00 

参加者：大阪大学赤井伸郎ゼミ 16 名(2･3･4 年)＋引率教員 2 名 
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赤井伸郎ゼミの授業の現場編として、JR 貨物吹田機関区および吹田貨物ターミナル駅の視察を

実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2017 年 1 月、日本の貨物輸送を支える仕組みの実態を学ぶための視察として、JR 貨物（日本貨物鉄

道）の機関区とターミナルの視察をする機会を頂いた。全国の JR は、国鉄の分割民営化により６つの

旅客鉄道会社と１つの貨物鉄道会社として発足した。JR 貨物は、日本全国をカバーし、各 JR 旅客鉄道

会社に線路使用料を払って貨物列車を運行している。日本唯一の鉄道貨物輸送会社である。制約は多

いながらも、近年の環境への配慮を受けて、その存在意義は高まっている。コスト競争力を高め、日本

の物流の一役を担っていく挑戦に期待したい。貨物なので、住民とのかかわりは少ないように思えたが、

実際に視察した吹田ターミナル駅は、市内のど真ん中にあり、荷物の積み替えの騒音に対して住民の

理解が必要だったこと、街の大きな部分を占めるため街づくりとともに計画が進められたことなど、新

たな実態を学ぶことが出来た。環境に加え、住民との共生も、現在の重要課題であり、地道な努力が

求められる。今後、この鉄道網インフラを、環境と共生できる物流の要としていかに活用していくのか、

学生が考えるきっかけになったと思う。この視察の経験を、今後に活かして欲しい。実施後のアンケー

トでは、参加学生ほぼ全員が大満足との回答をした。以下に、学生の感想をまとめる。 

 

 文責 大阪大学国際公共政策研究科 赤井伸郎 2017 年 3 月 13 日 

 

スケジュール 

16 時 30 分～50 分    会議室にて吹田機関区の概要説明 

16 時 50 分～17 時１0 分 吹田機関区構内見学（機関車・貨車） 

17 時 10 分～17 時 20 分 吹田貨物ターミナル駅へ徒歩にて移動 

17 時 20 分～17 時 35 分 庁舎屋上等から構内説明 

17 時 35 分～1８時 10 分 会議室での吹田貨物ターミナル駅概要説明及び質疑応答 

 

森之宮に移動し、19 時から、中華「あかまつ」で交流会 
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